
＆
駄
々
工
自
衛
４
ｊ
ｔ
基
他
に

吻
工
ぶ
削
の
和
ほ
叙
’
‐
官
ｒ
付
‥
１
ハ
イ
ロ

ツ
ト
山
…
一
詞
呪
つ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
崎
孝
雄
　
新
制
ハ
期

　
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
・
世
界
平
和
の
た
め
の
人
的
貢
献
な
ど
、
国
内
に
議
論
は
沸

い
て
い
る
も
の
の
、
ま
ず
先
兵
と
な
る
自
衛
隊
そ
の
も
の
を
勉
強
す
る
の
が
先
決

で
は
な
い
か
。
と
い
う
、
根
が
勉
強
大
好
き
人
間
の
北
島
茂
氏
（
旧
姓
八
森
）
の

発
案
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
新
制
七
期
及
び
北
校
同
期
卒
業
生
の
総
勢
二
十
二
名
は
、

平
成
五
年
一
月
二
十
二
日
浜
松
へ
向
か
い
、
浜
松
駅
か
ら
自
衛
隊
の
専
用
バ
ス
で

同
斯
生
で
あ
る
那
須
秋
男
司
令
官
の
待
つ
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
へ
直
行
す
る
。

　
ま
ず
幹
部
食
堂
に
て
、
同
隊
の
幹
部

自
衛
宮
た
ち
と
と
も
に
昼
を
会
食
。
何

分
に
も
何
か
ら
何
ま
で
目
新
し
く
、
一

行
は
高
校
は
お
ろ
か
、
は
る
か
小
中
学

生
に
戻
っ
て
喜
々
と
は
し
ゃ
ぐ
。
司
令

宮
室
前
の
大
応
接
室
で
は
、
斉
藤
一
佐

が
自
衛
隊
の
概
略
・
現
状
に
つ
い
て
、

秋
田
弁
で
の
講
義
を
す
る
。
「
わ
が
自

衛
隊
の
た
だ
一
つ
の
弱
点
で
あ
る
と
同

時
に
世
界
に
誇
る
美
点
は
、
一
度
も
実

戦
経
験
が
な
い
こ
と
で
す
」
の
言
葉
で

終
わ
っ
た
解
説
の
後
、
質
疑
に
入
る
。

「
小
山
、
そ
し
た
こ
ど
も
わ
が
ね
の
が

お
め
エ
、
廊
下
で
立
っ
て
ろ
！
」
と
、

ま
た
ま
た
童
心
に
返
る
。

　
空
港
展
望
か
ら
管
制
塔
見
学
。
こ
の

日
自
ら
案
内
役
を
か
っ
て
出
た
と
い
う

秋
田
県
出
身
の
教
官
パ
イ
ロ
ッ
ト
阿
部
一
二
佐
の
補
佐
で
、
一
人
ひ
と
り
パ
イ
ロ
ッ

ト
席
に
乗
り
込
む
，
な
か
で
も
圧
巻
は
菊
池
悦
子
さ
ん
。
和
服
姿
で
自
衛
隊
機
の

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
座
る
の
は
、
絶
後
と
は
言
え
な
い
が
空
前
と
の
こ
と
。
そ
し
て

い
よ
い
よ
こ
の
目
の
目
玉
商
品
、
フ
ラ
イ
ト
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
飛
行
体

験
。
阿
部
三
佐
の
指
導
の
も
と
、
予
想
外
に
軽
い
シ
ョ
ッ
ク
と
と
も
に
飛
び
立
っ

た
ジ
ェ
ッ
ト
機
は
、
編
隊
飛
行
、
禰
霧
突
入
、
旋
回
ほ
か
、
天
地
が
ひ
っ
く
り
返

る
体
験
の
後
、
富
士
山
に
向
か
っ
て
直
進
、
無
事
基
地
に
帰
還
し
た
気
分
。

　
最
後
は
任
務
を
終
え
た
那
須
司
令
官
も
合
流
し
て
、
浜
名
湖
を
望
む
国
民
宿
舎

『
奥
浜
名
湖
荘
』
で
の
新
年
会
。
例
に
よ
っ
て
の
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
で
締
め
る
。
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新
制
三
助
樽
子
山
会
平
成
丑
年
二
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
西
池
袋
酒
処
「
小
頭
」
に
て

出
席
者
伊
藤
原
孝
江
坂
昭
夫
雄
鹿
春
勝
小
野

茂
柏
木
祐
一
　
菊
池
弘
吾
坂
ボ
修
竹
丙
京
一

伝
天
吉
右
工
門
谷
藤
義
郎
悒
取
隆
司
八
杉
和
男

山
谷
正
勝
渡
辺
利
広
事
務
局
・
八
柳
昭
義

新
制
十
一
期
１
２
３
会
（
ヒ
フ
ミ
カ
イ
）

平
成
五
年
二
月
六
日
地
袋
北
口
酒
蔵
「
秋
田
厘
」

出
席
者
本
Ｆ
蓋
筏
彦
佑
藤
重
荻
太
田
勝
治
赤

塚
修
三
加
賀
宏
義
鰹
則
各
孝
臣
石
川
正
順
宮

腰
瑞
夫
田
中
善
明
畠
辰
宏
港
記
久
郎
田
口
俊

夫
大
越
善
蔵
長
谷
川
哲
郎
赤
塚
欽
夭
宮
腰
興

紀
鈴
木
元
紀
佐
藤
芙
美
江
杢
比
瑞
彦
（
新
制
十

七
期
）
　
港
記
久
郎
夫
人

新
制
十
四
期
　
一
一
一
七
ミ
代
地
昏
回
校
合
語
登
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
五
年
二
月
二
八
日

能
筏
高
・
北
高
・
工
笙
尚
・
商
葱
爾
・
農
業
高
の
各
校

三
七
年
三
月
卒
業
の
東
京
近
郊
在
往
者
約
百
名

　
新
制
十
四
期
の
演
厘
裕
一
氏
が
中
心
に
な
り
、
市
内

五
校
同
期
生
が
池
袋
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
」
に

集
ま
り
、
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

22



一 一

能
代
高
校
東
京
同
窓
会

平
成
四
年
度
会
費
納
入
者
名
簿
Ａ
敬
称
略
Ｖ

　
平
成
五
年
三
月
一
日
垠
在
年
会
費
一
二
千
円

　
　
　
　
　
　
　
②
は
２
年
、
③
は
３
年
分
振
込

旧
制
一
期
腰
山
巳
代
治
藤
田
成
孝

　
二
期
並
木
康
三
淡
路
千
代
治

　
三
期
板
倉
創
造

　
四
期
栗
生
沢
寅
近
藤
三
郎
後
藤
呉
二
窓
辺

　
　
　
重
雄
高
田
忠
夫
藤
田
成
宜
三
浦
左
武

　
　
　
郎
武
藤
裕
宜

七
斯

八
期

九
期

　
十
斯

十
一
期

十
二
期

士
二
斯

高
橋
富
男

高
原
英
夫
武
術
尚
價
②

草
皆
英
二
郎
塩
谷
信
三

中
田
友
世

淡
路
輝
一

安
濃
五
平

泉
勇
』

四
郎
平

勝
本
金
一

井
哲
彦

東
海
林
俊
郎
②

高
橋
正
太
郎

　
久
男
塚
本
淳
逸
奈
良
善

　
修
宮
地
昭
②

工
藤
又
一
郎
千
葉
胤
阿
安

泉今

十
四
期
石
山
栄
一
　
小
林
武
②
佐
課
繁
一
二
郎

　
　
　
鈴
木
鉱
三
郎
高
橋
隆
雄
宮
原
尽
況
村

　
　
　
木
良
二

十
五
期
佐
々
木
満
佐
々
木
盃
瓦
鈴
杢
吾
雄
村

　
　
　
田
守
森
田
良
二

土
ハ
斯
伊
勢
陸
沈
熊
谷
洋
三
近
藤
誠
中
鳴

　
　
　
信
雄

十
七
期
岩
森
条
助
梅
田
恭
一
二
川
村
幸
信
　
工
藤

　
　
　
典
夫
仙
台
忠
正
高
橋
義
ゴ
ー
茂
呂
定
宏

十
八
期
愛
翫
統
治
伊
藤
利
兵
衛
潮
田
巌
塩

　
　
　
谷
昭
二
郎
森
田
繁
雄

十
九
回
伊
藤
忠
夫
加
藤
武
日
下
部
単
夭
小

　
　
　
林
肇
佐
諌
達
郎
千
葉
孝
夫
古
内

　
　
　
保
八
木
立
話
郎
吉
方
盛
恭

二
十
則
雄
不
逸
郎
東
海
抹
鮫
高
畠
隆
田
中

　
　
　
巌
大
和
好

新
制
一
期
五
十
嵐
嘉
久
弾
大
塚
哲
郎
金
子
隆
太

　
　
　
邦
鈴
木
良
夫

　
二
期
荒
川
浩
二
小
野
喬
金
谷
兼
雄
②
金
谷

　
　
　
芳
郎
佐
建
具
一
塩
谷
隆
二
　
前
日
常
万
邦

　
三
期
２
諌
康
孝
梅
田
卓
美
江
坂
昭
夫
柏
木

　
　
　
祐
一
　
北
川
京
二
信
太
吉
右
工
門
谷
藤

　
　
　
義
郎
八
杉
和
夫
山
田
隆
理
　
山
谷
正
勝

　
　
　
渡
部
巽
渡
辺
和
広

　
四
期
石
戸
恵
五
郎
草
階
郷
甫
小
林
狗
明
②

　
　
　
田
畑
久
雄
塚
本
一
也
②
塚
杢
呈
心
土

　
　
　
葬
特
有
村
井
克
自
安
井
浩
一
　
吉
田
博

　
五
則
相
沢
裕
雄
秋
元
孝
治
②
伊
藤
和
夫
大

　
　
　
倉
太
劾
設
楽
義
雄
漬
ボ
艮
二
成
田
憲

　
　
　
司
芳
賀
徹
②
三
田
登
宮
腰
孝
一

　
　
　
八
杉
弘
行

　
六
期
金
丸
正
金
子
謄
悟
木
村
信
逸
小
山

　
　
　
黎
子
佐
藤
正
名
塚
本
昭
次
郎
畑
江
道

　
　
　
弘
山
谷
金
治
②

　
七
期
宇
潮
徳
昼
②
岡
郁
恵
栗
原
俊
一
　
佐

　
　
　
々
木
胤
麿
高
田
嘉
子
那
須
秋
男
納
谷

　
　
　
六
部
平
川
凹
一
郎

　
八
期
池
丙
広
之
拓
蒼
宿
禰
今
立
甲
矢
雄
京

　
　
　
敬
一
　
北
村
祐
一
二
近
藤
勇
夫
斉
藤
史
郎

　
　
　
佐
々
杢
局
博
佐
諌
五
郎
嶋
田
拓
爾
杉

　
　
　
崎
孝
雄
須
藤
正
畠
山
原
孝
馬
場
ノ

　
　
　
リ
原
田
幸
朗
平
川
国
一
　
堀
良
三

　
　
　
野
呂
幸
朗
本
庄
敬
雄
松
橋
重
美
宮
腰

　
　
　
英
憚
八
柳
昭
義

　
九
期
石
岡
忠
治
梅
田
政
男
金
沢
稔
栗
原

　
　
　
優
子
斉
藤
秀
夫
佐
々
木
隆
佐
藤
斎

　
　
　
七
戸
節
雄
日
中
部
三
田
中
総
利
②
檜

　
　
　
森
寛
平
川
文
雄
②

　
上
期
穴
山
勝
良
石
川
輔
宏
雄
屁
豊
彦
塩
谷

　
　
　
惇
柴
田
武
柴
田
睦
東
海
林
那
三

十
一
期

須
田
正
巳
長
野
谷
青
史
②
古
内
仰
松

野
粛
三
浦
翌
’
輝
水
木
初
彦
宮
腰
達
朗

赤
塚
鉄
男
石
川
正
賦
太
田
勝
治
大
高

卓
天
糟
谷
愛
丿
島
田
雄
右
②
塚
本

匈
｝
氷
②
畠
辰
宏
宮
腰
瑞
天

十
二
期
小
島
セ
イ
千
田
浩
一
　
乖
同
英
紀
②
野

　
　
　
　
中
啓
右

士
二
期
大
倉
報
三
神
尾
昌
借
切
小
林
武
廣
庄

　
　
　
　
司
政
義
城
野
攻
一
　
須
藤
靖
夫
高
松
和

　
　
　
　
夫
三
浦
水
天

十
四
期

十
五
期

十
六
期

十
七
期

十
八
期

ナ
几
期

磯
郡
博
高
田
政
勝
佐
諒
博
山
旧

孝
行
大
和
東
悦

越
後
谷
達
雄
小
林
勝
彦
桜
田
真
人
②

戸
松
勇
一
　
播
暦
谷
謙
栽
船
山
稔
堀

内
忠
人
矢
木
信
章

岸
部
達
行
小
松
世
和
斉
肺
影
惜
丿
平

沢
正
典
平
沢
徳
子

小
山
内
与
徊
立
ハ
衛
②
佐
々
木
正
男
②
平

原
正
知
②
本
庄
瑞
彦
横
田
真
理
子

男
鹿
谷
浩
市
②
小
林
公
雄
田
村
規
清
②

浅
野
譲
今
野
廣
隆
大
倉
久
史
加
茂

谷
純
一
　
小
林
雅
夫
笹
村
八
州
武
田

正
若
狭
秀
己

二
十
期
青
桐
恒
夫
川
村
忠
義
坂
田
二
郎
佐
々

　
　
　
　
木
屋
二
柴
田
真
理
子
②
袴
田
忠
夫
袴

　
　
　
　
田
政
贋
畑
沢
鉄
一
二
松
村
ひ
と
み
②

二
ー
期
大
高
正
典
大
塚
進
金
野
唆
明
菅
原

　
　
　
渉
関
隆
男
直
嶋
博
昭

二
二
期
加
賀
谷
咆
秘
’
熊
鐸
朝
子
一
二
戸
和
幸
智

　
　
　
田
農
松
岡
亨

二
三
期

二
五
期

二
六
期

三
十
期

一
二
ー
期

　
以
上
、

小
河
範
也

小
林
］

石
川
幹
・

斎
藤
昌

哉夫彰

紗
不
裕
美
子

二
百
七
〇
名

高
畑
仁

佐
薄
原
宏
一
昌
男
双
子

佐
保
田
朋
子

合
計

八
九
九
、

○
○
○
円
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町
の
活
動
成
果
を
一
堂
に

藤
里
町
（
旧
藤
琴
村
、
粕
毛
村
を
合
体
）

　
十
一
月
七
、
八
の
両
日
、
町
民
祭
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
広
域
体
育
館
や
開
発
セ

ン
タ
ー
、
偕
楽
荘
な
ど
を
会
場
に
、
町
の
扉
豚
業
・
商

工
業
・
芸
術
文
化
な
ど
、
町
民
の
今
年
の
活
助
既
果
が

披
露
さ
れ
た
，

　
広
域
体
育
館
で
は
、
農
産
物
や
特
産
品
、
一
般
商
品

「
虹
の
い
え
」
の
生
産
物
な
ど
の
展
示
即
売
、
白
神
山

地
ワ
イ
ン
の
試
飲
会
な
ど
の
ほ
か
、
今
年
は
高
齢
者
デ

ィ
サ
Ｆ
ビ
ス
利
用
者
の
作
品
展
示
販
売
や
古
本
市
も
聞

か
れ
た
。
ま
た
、
農
協
婦
入
部
が
「
だ
ま
っ
こ
も
ち
」

作
り
競
争
を
行
い
、
訪
れ
た
人
に
振
る
舞
っ
て
い
た
。

　
開
発
セ
ン
タ
ー
や
借
楽
荘
で
は
、
各
種
文
芸
作
品
の

展
示
や
芸
能
刄
流
会
の
ほ
か
、
羊
毛
つ
む
ぎ
の
実
演
や

町
民
有
志
の
「
ぷ
ら
す
の
会
」
に
よ
る
家
庭
郭
司
か
ら

の
石
鹸
作
り
宙
蕩
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

観
光
の
中
心
「
ハ
タ
ハ
タ
館
」
の
建
設

八
森
町
（
旧
八
森
町
、
岩
館
村
を
合
体
）

　
八
森
・
岩
館
海
岸
は
、
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、

夏
の
海
水
浴
時
に
は
県
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。
ブ
ナ
原
生
林
の
白
神
山
地
一
二
十
釜
の
清
流
な
ど

の
山
や
河
川
の
す
ば
ら
し
さ
も
町
の
観
光
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
こ
の
景
観
を
基
本
に
し
た
観
光
の
中
心
が
ハ

タ
ハ
タ
の
罪
作
り
。
そ
の
核
と
な
る
施
設
が
御
所
の
台

に
建
設
中
の
「
ハ
タ
ハ
タ
館
」
で
、
今
年
十
月
末
の
完

成
を
め
ざ
し
、
着
々
竣
工
串
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
三
階
建
て
で
敷
地
面
積

二
千
二
百
七
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
。
駐
車
場
は
二
百
台

を
収
容
し
、
団
体
客
用
の
大
型
バ
ス
も
十
分
受
け
入
れ

ら
れ
る
。
近
隣
に
は
、
海
水
浴
場
や
町
営
野
球
場
、
山

村
広
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り
、
観
光
客
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
階
は
初
め
て
ハ
森
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
、
ま
ず
八

森
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
ホ
ー
ル
で
、
訪
れ
た
人
た
ち

が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
。

　
町
の
鼻
邨
水
産
物
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
及
び
海
・
山
・

施
設
な
ど
の
観
光
地
を
映
像
で
紹
介
す
る
シ
ア
タ
ー
も

設
け
ら
れ
る
。
ト
イ
レ
も
完
備
。
ド
ラ
イ
ブ
の
乖
中
に

寄
っ
て
い
た
だ
く
も
よ
い
。

　
二
階
に
は
休
憩
室
な
ど
の
広
間
が
用
意
。
百
二
十
畳

の
大
広
間
は
、
お
祝
い
事
の
会
場
と
し
て
、
ま
た
宴
会

場
と
し
て
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
。

　
三
階
は
温
泉
を
利
用
し
た
浴
場
。
男
湯
、
女
湯
そ
れ

ぞ
れ
に
一
般
浴
場
は
も
ち
ろ
ん
、
２
種
類
の
超
音
波
風

呂
（
泡
風
呂
・
ジ
ェ
ッ
ト
風
呂
）
、
低
温
・
高
温
サ
ウ

ナ
、
う
た
せ
湯
、
そ
し
て
厘
外
に
は
海
岸
を
一
望
で
き

る
自
慢
の
露
天
風
呂
が
で
き
る
。
洗
い
場
も
ゆ
っ
た
り

し
た
広
さ
に
な
っ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の

あ
と
の
疲
れ
も
、
こ
れ
で
す
っ
き
り
と
れ
る
こ
と
間
違

い
な
い
。

た
っ
た
一
人
で
観
客
四
百
五
十
名
を
魅
了

　
浅
利
香
淳
代
の
一
人
芝
居
『
影
法
師
』

琴
丘
町
（
旧
屍
頷
町
、
上
岩
川
村
を
合
体
）

　
一
月
士
八
日
、
琴
丘
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
と
琴

丘
観
光
開
発
公
社
の
共
催
で
、
農
業
暖
地
セ
ン
タ
ー
で

浅
利
番
津
代
さ
ん
の
一
人
芝
居
『
影
法
師
』
が
上
演
さ

れ
た
。

　
午
後
五
時
三
ナ
労
開
場
予
定
の
会
場
に
、
四
時
一
閲
か

ら
観
客
が
詰
め
か
け
、
開
演
の
六
時
に
は
、
能
代
市
や

大
潟
村
な
ど
町
内
外
か
ら
四
百
五
十
名
を
超
え
る
観
客

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
舞
台
は
、
髪
括
い
の
お
し
の
が
、
死
ん
だ
亭
主
の
仏

壇
を
相
手
に
一
杯
や
り
な
が
ら
、
出
会
い
か
ら
大
姉
に

な
り
死
別
す
る
ま
で
を
、
軽
妙
な
ユ
ー
モ
ア
と
し
み
じ

み
と
し
た
情
緒
を
ま
じ
え
な
が
ら
語
る
。

　
お
し
の
に
苔
愚
し
、
幾
度
と
な
く
会
場
全
体
が
笑
い

の
渦
に
引
き
込
ま
れ
た
が
、
「
二
つ
の
影
法
師
も
絵
に

な
る
が
ご
二
つ
の
影
法
師
に
は
温
も
り
が
あ
る
。
三
つ

の
影
法
師
が
夢
だ
っ
た
が
、
今
は
ー
つ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
語
り
に
、
会
場
は
静
ま
り
目
頭
を
押
さ

え
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
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東
京
に
ふ
る
さ
と
な
ま
り
の
花
が
咲
く

八
竜
町
（
旧
鵡
川
村
、
浜
田
村
を
合
体
）

　
十
一
月
二
九
日
、
首
都
圏
在
住
の
八
竜
出
身
者
で
構

成
す
る
「
東
京
八
竜
会
」
の
総
会
・
交
流
会
が
、
恵
示

’
台
東
区
民
会
館
の
精
養
軒
で
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
事
業
経
過
・
決
算
報
告
・
事
業
計
画
案

な
ど
を
協
議
し
、
今
後
の
行
動
の
指
針
と
す
る
青
年
部

・
婦
入
部
の
発
足
な
ど
を
決
め
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
一
器
虞
会
に
は
、
一
四
七
名
の
会

回
が
伊
那
し
、
町
か
ら
駆
け
つ
け
た
町
長
・
議
会
議
員

・
婦
人
会
・
農
協
青
年
部
な
ど
の
三
二
名
と
合
流
。
懐

か
し
い
名
前
を
呼
び
交
わ
し
、
ふ
る
さ
と
な
ま
り
が
飛

び
交
っ
て
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
、
酒
酌
み
か
わ
し
な

が
ら
の
ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
光
景
が
見
ら

れ
た
。

　
キ
リ
タ
ン
ボ
・
佃
煮
・
イ
カ
メ
シ
ー
ナ
タ
潰
・
梅
漬

な
ど
の
即
売
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ら
れ
た
キ
リ
タ

ン
ボ
鎖
・
漬
物
に
は
沢
山
の
人
だ
か
り
。
懐
か
し
い
味

を
楽
し
ん
だ
。

　
今
回
八
竜
か
ら
持
参
し
た
『
メ
ロ
ン
の
里
か
ら
・
八

竜
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
ジ
」
の
ビ
デ
オ
放
映
で
は
、
画
面

に
懐
か
し
い
友
の
顔
や
最
近
の
故
郷
の
様
子
の
見
い
だ

し
て
、
何
度
も
歓
声
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

　
あ
ら
た
め
て
、
ふ
る
さ
と
の
大
切
さ
・
あ
り
が
た
さ

が
身
に
し
み
て
、
ふ
る
さ
と
と
の
絆
を
確
か
め
合
う
一

日
だ
っ
た
。

新
役
員
《
敬
称
略
》

会
長
Ｈ
川
村
幸
信
（
松
戸
市
・
大
口
出
身
）
副
会
長
＝

二
連
朝
雄
（
川
口
市
・
鵜
川
出
身
）
、
阿
部
稔
（
横
浜

市
・
浜
田
出
身
）
、
金
子
秀
雄
（
墨
田
区
・
大
口
出
身
）

S
＝
大
沢
敵
失
（
立
川
市
・
大
曲
出
身
）
、
伊
藤

春
（
練
馬
区
・
鵡
川
出
身
）
　
幹
事
＝
檜
森
宏
（
江

戸
川
区
・
浜
田
出
身
）

恒
例
の
郷
土
芸
能
発
表
会
開
催

青
森
県
酉
頴
軽
郡
岩
崎
村

　
春
ま
だ
遠
い
み
ち
の
く
の
一
月
十
五
日
（
成
人
の
日
）

に
、
村
総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
村
民
約
三
百
名
が

集
ま
っ
て
、
第
二
三
回
報
閣
発
表
会
と
第
七
回
郷
土
芸

能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
芸
能
発
表
会
は
冬
の
娯
楽

の
ー
つ
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
村
内
各

地
の
婦
人
学
級
や
三
味
線
愛
好
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
団

体
が
、
歌
や
踊
り
な
ど
日
頃
の
研
讃
の
成
果
を
存
分
に

披
露
し
て
、
詰
め
か
け
た
観
客
に
盛
大
な
拍
手
を
送
ら

れ
て
い
た
。

　
郷
土
芸
能
発
表
会
は
、
村
内
の
伝
統
あ
る
芸
鰯
を
保

存
し
、
広
く
村
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
一
年
お
き
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
岩
崎
地
区
か
ら
「
花
上
げ

踊
り
」
「
御
慶
山
踊
り
」
、
沢
辺
地
区
か
ら
「
も
ち
つ

き
踊
り
」
、
大
間
越
地
区
か
ら
「
獅
子
舞
」
と
十
数
年

ぷ
り
に
地
元
有
志
に
よ
り
復
活
し
た
「
大
間
返
山
か
け

踊
り
」
が
参
加
し
た
。

沢
辺
地
区
の
「
も
ち
つ
き
踊
り
」
で
は
、
踊
り
の
終
了

後
に
お
祝
い
と
し
て
、
紅
白
の
餅
が
配
ら
れ
、
観
客
を

大
い
に
喜
ぱ
せ
た
。

香
り
の
オ
ー
ナ
ー
「
石
川
そ
ば
」
作
り
に
挑
戦

降
将
珂
（
旧
沢
目
村
、
塙
川
村
を
合
体
）

　
峰
浜
村
で
は
、
平
成
四
年
五
月
か
ら
、
ハ
ー
ブ
（
芳

香
愕
植
物
）
を
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
体
験
で
き
る
う
き

う
き
農
園
に
「
香
り
の
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集
し
た
。
応

募
し
た
六
六
名
の
オ
ー
ナ
ー
に
は
、
一
大
約
二
十
坪
の

畑
が
貸
し
出
さ
れ
こ
こ
か
ら
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ほ
か
ミ

ン
ト
や
タ
イ
ム
、
カ
モ
マ
イ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ

ー
プ
が
収
穫
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
栽
培
実
習
や
ハ
ー
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
ヘ
の
参
加
な
ど
、
す
で
に
五
回
の
「
香
り

の
オ
ー
ナ
ー
」
交
流
会
が
も
た
れ
て
き
た
が
、
さ
る
十

二
月
十
三
日
、
田
中
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
第
六
回
目

の
一
名
脱
会
が
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
四
十
名
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
、
石

川
の
福
士
テ
ル
さ
ん
を
講
師
に
、
「
石
川
そ
ぱ
作
り
」

に
挑
戦
し
た
。
隠
し
味
に
自
ら
の
手
で
栽
培
加
工
し
た

ミ
ン
ト
や
タ
イ
ム
を
使
う
な
ど
、
そ
ば
粉
か
ら
で
き
あ

が
り
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
な

が
ら
体
験
し
た
。

　
ま
た
、
農
園

で
の
一
年
を
振

り
返
っ
て
の
話

Ｌ
Ａ
口
い
で
は
、

「
も
っ
と
村
の

人
た
ち
と
の
交

流
が
ほ
し
い
」

と
か
、
「
ハ
Ｆ

ブ
だ
け
で
な
く

い
ろ
い
ろ
教
え

て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
意
見
が

相
次
ぎ
、
積
極

的
な
意
欲
を
見

せ
て
い
た
。
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ト
ン
ネ
ル
跡
の
活
用
－
山
ウ
ド
栽
培

ニ
ツ
井
町
（
旧
ニ
ツ
井
町
、
宿
根
村
、
種
梅
村
、
荷
上

場
村
を
合
体
、
響
村
を
編
入
）

　
ニ
ツ
井
で
は
、
減
反
転
作
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

山
ウ
ド
作
り
だ
が
、
ト
ン
ネ
ル
跡
を
利
用
し
て
ウ
ド
の

栽
培
に
成
功
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
ニ
ツ

井
山
ウ
ド
部
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
総
勢
は
十
四
名
。

　
各
地
を
視
察
研
究
の
結
果
、
昭
和
五
四
年
に
少
し
で

も
安
定
し
た
農
業
を
と
い
う
願
い
か
ら
、
そ
れ
ま
で
全

く
実
績
の
な
い
ウ
ド
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ト
ン
ネ
ル
と
は
、
荷
上
場
地
区
の
県
道
沿
い
に
あ
る
元

森
林
軌
道
敷
。
延
長
九
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル

の
か
ま
ぼ
こ
型
。
「
広
さ
は
申
し
分
な
く
、
気
温
さ
え

調
節
で
き
れ
ば
栽
培
可
能
」
と
い
う
識
者
の
意
見
に
支

え
ら
れ
、
平
成
元
年
五
月
か
ら
ス
タ
ー
と
し
た
。
林
業

の
往
時
を
伝
え
る
ト
ン
ネ
ル
も
、
昭
和
三
八
年
に
森
林

軌
道
の
廃
止
以
来
、
実
に
二
六
年
ぷ
り
に
姿
を
変
え
て

港
原
四
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
栽
培
法
は
、
四
月
末
か
ら
五
月
に
か
け
て
株
を
畑
に

定
植
。
翌
年
ほ
ぼ
一
年
後
の
四
月
に
根
株
を
掘
り
出
し

大
型
冷
蔵
庫
に
貯
蔵
し
、
六
月
か
ら
ト
ン
ネ
ル
内
の
土

床
に
植
え
込
む
抑
制
軟
化
栽
培
。
植
え
込
み
が
順
次
行

わ
れ
、
出
荷
が
一
月
末
か
ら
五
月
ま
で
の
促
既
栽
培
が

終
わ
り
、
生
産
量
が
極
度
に
少
な
い
八
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
出
荷
で
き
る
た
め
、
単
価
も
高
く
取
り
引
き
で

き
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
の
栽
培
面
積
は
、
約
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
少
な
い
が
、
有
利
に
栽
培
で
き
る
こ
と
か
ら
、
も

ち
ろ
ん
今
後
も
続
け
る
方
針
。

　
栽
培
の
主
力
品
種
は
、
わ
せ
種
で
あ
っ
さ
り
し
た
白

伍
糸
の
「
東
武
烈
玉
２
号
」
。
曇
辺
人
気
が
高
い
品
種

で
も
あ
る
。

　
ニ
ツ
井
町
の
ウ
ド
は
作
付
面
積
、
販
売
額
と
も
に
全

県
で
の
ト
ッ
プ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

首
都
圏
で
も
じ
ゆ
ん
さ
い
大
好
評

山
本
町
（
旧
下
岩
川
村
、
金
岡
村
、
森
伍
村
を
合
体
）

　
去
る
一
月
二
二
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
三
日
間
、
束

京
ド
ー
ム
に
お
い
て
「
東
京
ド
ー
ム
・
ふ
る
さ
と
フ
ェ

ア
」
が
開
か
れ
た
。
わ
が
町
か
ら
は
「
じ
ゆ
ん
さ
い
」

「
あ
き
た
こ
ま
ち
が
ゆ
」
「
山
菜
」
な
ど
の
特
産
品
を

出
品
す
る
と
と
も
に
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
注
い
だ
。

　
こ
の
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
は
、
全
国
の
「
ふ
る
さ
と
の

昧
」
を
一
堂
に
集
め
、
巨
大
消
費
地
で
あ
る
首
都
圏
に

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
三
日
間
の
人
垣
者
数
は
三
七
万
人
に
の

ぼ
り
、
三
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
本
町
の
唇
頭
も
行
列

が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
を
見
せ
た
。

　
平
成
二
年
度
か
ら
三
年
計
画
で
行
わ
れ
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
事
業
を
締
め
く
く
る
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
こ
れ
ま

で
参
加
し
た
各
種
の
物
産
・
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も

曇
天
と
評
価
で
き
、
特
に
「
じ
ゆ
ん
さ
い
」
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
、
抜
群
の
効
果
を
上
げ
、
今
後
の
販
路
孤
大

に
大
き
く
盾
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
今
後
、
町
で

は
観
光
を
メ
イ

ン
と
し
た
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
く

計
画
で
、
そ
れ

に
先
立
っ
て
会

場
内
で
温
泉
と

観
光
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、

そ
の
集
計
結
果

を
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
作
成
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

百
万
人
に
届
か
ず
－
能
代
訪
問
の
観
光
客

能
代
市
（
旧
扇
渕
村
、
檜
山
町
、
銭
形
村
、
浅
内
村
、

常
盤
村
を
編
入
）

　
能
代
市
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
、
昨
年
一
年
間
の
観

光
客
数
は
九
十
五
万
五
千
四
百
七
十
九
大
。

　
能
代
市
の
観
光
醤
厘
は
、
古
く
か
ら
の
自
然
や
名
吟
…
、

伝
統
行
事
、
祭
が
主
力
だ
っ
た
が
、
最
近
は
お
な
ご
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
風
の
松
原
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
毘

沙
門
ま
つ
り
・
檜
山
城
ま
つ
り
・
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
能
代
カ
ッ
ブ
な
ど
の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
人
気
が

あ
る
。

　
主
な
伝
統
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
・
名
所
な
ど
の
人
出
は

次
の
と
お
り
。

▽
仙
ｗ
代
七
夕
＝
四
万
九
千
人
　
▽
子
ど
も
七
夕
日
三
万

八
千
人
　
▽
の
し
ろ
産
業
フ
ェ
ア
＝
三
万
二
千
人
▽

認
否
海
水
場
＝
一
万
一
千
日
五
十
人
　
▽
能
代
公
園
つ

つ
じ
ま
つ
り
＝
一
万
五
千
百
人
　
▽
能
代
公
園
さ
く
ら

ま
つ
り
目
一
万
四
千
百
人
　
▽
凧
あ
げ
大
会
＝
二
百
二

十
人
　
▽
中
の
申
嫁
見
ま
つ
り
旦
二
千
人
　
▽
日
吉
神

社
祭
典
旦
二
千
五
百
人
　
▽
八
幡
神
社
祭
典
＝
七
千
人

▽
檜
山
公
園
＝
一
万
千
五
人
▽
大
柄
の
滝
な
ど
目
一

万
五
千
七
百
九
十
人
　
▽
能
代
公
園
＝
十
三
万
七
千
凡

百
六
十
四
人
　
▽
能
代
温
泉
＝
二
十
八
万
八
千
七
百
二

人
　
▽
木
材
展
示
館
＝
五
百
十
九
大
　
▽
井
坂
記
念
館

＝
千
凡
百
四
士
二
人
▽
毘
沙
門
ま
つ
り
日
三
千
人

▽
風
の
松
原
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＝
二
千
人
　
▽
能
代
カ

ッ
ブ
全
国
高
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
＝
八
千

人
▽
の
し
ろ
子
ど
も
ま
つ
り
Ｈ
五
千
人
　
▽
お
な
ご

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｈ
十
五
万
人
　
▽
菖
蒲
ま
つ
り
＝

二
万
八
千
人
▽
檜
山
域
ま
つ
り
＝
五
千
人
▽
飾
り

七
夕
＝
八
千
人

　
今
年
は
、
県
内
初
の
熱
帯
植
物
園
や
能
代
ね
ぶ
た
な

が
し
館
を
備
え
る
詑
筏
火
力
発
電
の
Ｐ
Ｒ
施
設
が
オ
ー

プ
ン
す
る
。
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田

能代高校東京同窓会のあゆみ

年度 日／時 出席数 招待数 友四）　　　ふ
昭32 後藤氏など有志の方々が，東京支部の形で活動始める

41 毎年総会を開催し，同窓生の親睦を図ることを決定

48 斬新なる理想に燃えた有志が，会の発展にテコ入れ開始

50 卒業生のための東京宿泊所を作るなど，革新的な意見が出る

51 ○役員改選　●名誉支部長腰山（前支部長）●支部長
板倉（前副支部長）●副支部長　塚本，柳谷

52 10/ 8 71 ４

53 10/13 78 ○会則一部改正　○苔渓会館に感謝状贈呈

54 10/21 62 ○名簿作成

55 9/27 56 ４ ０８月末現在名簿登録者425名

56 10/ 3 85 ５ ○能代高校東京同窓会と改称○役員改選　●名誉会長腰

山　●会長　板倉　●副会長　後藤，吉田，河田，相沢，栗

栗原，太田，高谷　●会計監事村井，八柳●事務局長

小林

57 10/ 2 93 ７

58 10/ 1 88 ５ ○名簿作成　○役員改選

59 10/ 6 76 ５

a〕 10/18 100 ６ ○役員改選

61 10/ 3 124 ４ ○山田敬三氏講演　○能代北高，能代工高同窓生を招待

62 10/ 2 ○役員改選　○会報第１号発行

63 10/7 121 15 ○斎藤忠生氏講演　○名簿作成　○会報第２号発行

平成

　一　冗

10/ 6 203 15 ○役員改選　○山田久志氏講演　○同窓会本部より東京同窓

会に同窓会会旗が贈呈される　○薦渓会館に感謝状を贈呈

○会報第３号発行

２ LO/ 5 151 11

３ 10/ 5 131 13 010周年記念総会　○高橋正太郎氏講演　○役員改選　●会

長　小林●副会長近藤，太田，菅原　●会計監事村井

●事務局長　八柳　●会報編集長　杉崎　●顧問　腰山，板

倉後藤○会則一部改正　○会報第４号発行

○この年より総会は本年度母校卒業者歓迎会を兼ねる

４ 10/ 2 136 26 ○鈴木裕美子選手オリンピック出場記念講演○能代市内各

高校同窓生を来賓として招待○会報第５号発行

５ 4/

10/ 1

○会報第６号発行

○新名簿作成

○東京同窓会総会開催予定
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附

秋田県立能代高校東京同窓会会則

本会は秋田県立能代高等学校東京同窓会と称する。

本会は能代高等学校を卒業、又は在籍したことがあり、東京および東京近

郊に居住する者は、全てその入会の資格を得るものとする。
本会は同窓生各位の親睦と相互の繁栄を図り、以て郷土の発展と母校の興

隆に寄与するものとする。

本会は幹事を置く。但し、人数は制限しない。任期は定めない。
幹事の内より、会長１名・副会長若干名・会計若干名を置く。又、顧問を

置くことができる。但し、任期は各々２年とし、留任は妨げない。

本会の運営に当たり、事務局を設ける。

本会の運営一切の事項については、幹事会に一任する。

本会は年１回総会を開催する。
本会運営費は、会員の納付した年会費、寄付金その他を以てこれに当てる。

　但し、年会費の金額に関しては、幹事会がこれを定めるものとする。

条納付された運営費は返還しない。
条本会の会計年度は、毎年10月１日に始まり、９月末日を以て終わる。

　則　本会則は昭和53年10月一部改正する。

　　　本会則は平成３年６月一部改正する。

事務局からのお知らせ

　これまで，関東近郊在住の会員には，住所の判明している限り全員に会報を配布して参りま

した。みなさん一様に不況にあえぐなか，はなはだ不景気な話題で申し訳ありませんが，郵送

費もバカにならない金額になりますので，今年からは，すでに当年の年会費を収められた方に

のみ，会報を発送するという形に変更させて頂きますので，なにとぞご了承ください。

あ・と・が・き

　不況風にあおられ，みなさんそれぞれにたいへんなご苦労をなさっていることと思
います。他聞に漏れず私もその一人でして，毎日先行きの不安におののいております。

いつも言い訳ばかりで申し訳ありませんが，なかなか会報の作成に打ち込めない状況

です。幸い昨年の母校及び同窓生の活躍には，特筆すべきものがたくさんあり，本来

今年こそはいつも違った会報を，と期待される方も多かったのではないかと思うので

すが，ご期待に沿えなかったことをお詫びいたします。

　この会報の主たる目的は，同窓会総会の模様を誌面で報告すると同時に，心ならず

総会に出席頂けなかった方々に，せめてもの連携・連帯感を味わって須くことにある

と思っております。そこで，本誌の中心はやはり総会の会場風景ですが，昨年は母校

特に野球部のめざましい活躍がありました。同窓生の話題として，これをはずすこと

はできないだろうと，独断と偏見で，その活躍の姿を間にはさませて頂きました。

　あとは例によって，各地で行われた同期会の様子などを取り上げ，ふるさとの近況

などを紹介させて頂きました。舌足らずに終わっておりましたら，紙数の関係とご容

赦ください。

　「ふるさと短信」紹介資料として，郷里各市町村から毎月寄せられるご協力に深く

感謝するとともに，会員のみなさんのより一層のシビアなご意見・ご叱正をお待ちい

いたします。

　　　　　　＆164東京都中野区中央５丁目７番１号　株式会社友和　内

　　　　　　秋田県立能代高等学校　東京同窓会　事務局　a03-3383-2Ln（大代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編　集：杉　崎孝雄（新制８期）
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